
成
果
指
標

指標名 目標値 当初値

重点政策評価調書

No. 3 重点政策名 総合的な子育て環境の整備

目
的
・
概
要

（１）結婚から出産・子育て期までの切れ目ない支援
・結婚を望む男女の結婚や出産に対する希望が叶えるため、結婚を望む未婚の男女に対し、出会いの機会を
提供します。
・経済的負担の軽減のため、不妊治療に対する助成や妊婦健康診査を拡充します。
・段階に応じた適切で切れ目のない支援を行うため、産前・産後の母子に対するケアを充実させます。

（２）子育てしやすい環境の整備
・保育環境を整備するため、老朽化の進んだ市立保育所の再整備を行います。
・認可保育所や認定こども園に対する施設整備補助を行うなど、多様な保育ニーズに対応しながら、待機児
童ゼロを継続します。
・経済的な理由により子どもを持つことをあきらめている傾向を解消するため、子育て家庭の経済的・精神
的負担を軽減する取組を行います。
・市全域における子育て支援機能を更に強化するため、市南部へ児童遊戯施設を設置します。
・子ども産み育てやすい環境を整備するため、社会全体で子育てを支援していく体制を整備します。
・児童が安心して生活できる居場所を確保するため、放課後児童クラブの施設環境を条例に掲げた目標に適
合するよう改善します。

（３）教育環境の整備
・多様化・複雑化する児童生徒の抱える問題等に対処するため、特別支援指導員の配置や不登校児童対策等
により、教育体制の充実を図ります。
・安全・安心な教育環境を提供するため、老朽化校舎等を計画的に改築します。
・教育環境の平等性の観点より、過大規模状態の学校を、健全な教育環境となるよう整備します。
・市を挙げていじめ根絶に向けた取り組みを進めるため、「山形いじめ防止対策の推進に関する条例」を制
定します。

H28実績値 達成度

合計特殊出生率 1.7 1.36

達成度　◎:目標値を既に達成、○:H31まで目標値を達成できる見込み、
　　　　矢印表記:H31までに目標値達成できるか現時点では不明確のため、当初値からの状況を示す

評
価
結
果

内容

【評価】
　平成28年度より第３子以降の保育料の無料化や定期予防接種の県外接種費用助成事業を開始し、子育て家
庭の経済的負担の軽減に資する事業を推進することができた。

　今後も各施策を着実に推進し、合計特殊出生率、年間婚姻数の増加につなげていく必要がある。

1.43 ↗

◎

年間婚姻数 2,464組 2,464組 2,368組 ↘
婚活支援等取組団体への支援件数 8件（H29） 3件 6件 〇
育児について相談したり話したりする人がいない人の数(乳
児期訪問のアンケートより)

0人 10人 10人 ○

◎
再整備完了又は着手した市立保育所の数（対象４園） 2園 0園 1園 ○

全世帯

待機児童数（毎年４月１日現在） 0人 0人 0人

国制度では対象とならない第３子以降の保育料無料化対象
世帯数

全世帯 0世帯

↘
不登校生の出現率 0.90% 1.05% 1.22% ○

条例の基準に適合しない放課後児童クラブ数 0件 38件 39件
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事業中

事業概要

【H27】 妊婦を対象に県内の医療機関で使用できる妊婦健康診査補助券を交
付。里帰り等で県外の医療機関で妊婦健康診査を受診した場合は、出産後に
償還払いとしている。
【H28】 前年度の内容に、超音波検査の補助券を追加した。

課題等
新生児死亡率や低出生体重児の数等の推移を踏まえて、事業内容を見直して
いく必要がある。

妊婦健康診査事業

153,421 165,501 193,400

事業中

事業概要

【H27】 県の特定不妊治療費助成事業を受けた夫婦で、治療費総額が県の助
成額を超えた夫婦に対し、市単独で１回の治療につき１０万円を上限に治療費
の一部を助成する。
【H28】 前年度同様に実施。

課題等
中核市移行に伴い、法定移譲事務として県事業が移管され市が実施主体とな
ることから、Ｈ31年4月からの実施に向けて制度内容の見直しが必要である。

特定不妊治療費助成事
業

21,469 20,725 22,000

事業中

事業概要

独身の男女の出会いの場となるイベントや婚活セミナー等に取り組む市民活動
を支援し、出生率低下に歯止めをかけ人口増へつなげる。
【H27】 「やまがたｄｅ愛支援事業」の補助事業として実施した。
【H28】 市民や事業者からの寄附を財源とする山形市コミュニティファンド（やま
がたｄｅ愛ファンド）を活用し、婚活イベント等の開催や出会いの場を提供する取
組み事業を行っている市民活動団体に対し支援（補助）を行った。

課題等
カップル成立までは把握できるが、本来の目的である成婚までの情報の把握が
困難であるため、新たな手法でその後の追跡調査ができる仕組みを研究してい
きたい。

やまがたde愛支援事業

900 900 1,200

主要事業名
事業費（千円） 進捗

状況H27決算 H28決算 H29予算 Ｈ30 Ｈ31 合計

育児について相談したり話したりする人がいない
人の数(乳児期訪問のアンケートより)

10人 0人 9人 10人

成
果
指
標

指標名 当初値 目標値 H27 H28 H29 H30 H31

婚活支援等取組団体への支援件数（H29
までの累計）

3件
H29
8件

3件 6件

No. 3-1 重点政策名 ３．総合的な子育て環境の整備

主管課 保健センター 施策名 （１）結婚から出産・子育て期までの切れ目ない支援

目
的
・
概
要

①未婚男女への結婚支援の充実
　結婚を望む未婚の男女の希望を叶えるため、婚活支援等の取組を行う団体等に対し支援を行うとともに、
広域的な連携を図りながら、山形市で結婚・子育てすることの魅力発信に努めます。

②出産に向けた支援体制の拡充
　誰もが安心して妊娠し出産ができるよう、特定不妊治療費の助成や妊婦健康診査の拡充を実施します。

③産後の育児不安等を解消するための支援の充実
　産後ケアの充実を図るとともに、段階に応じた適切で切れ目のない支援が可能となるよう、コーディネー
ト機能の充実等を図ります。
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評
価
結
果

内容

【評価】
 各主要事業とも、おおむね計画通り進んでいる。

【課題】
 やまがたｄｅ愛支援事業については、支援件数のみならず、支援した事業がどの程度成婚まで導いたかの成
婚率の把握も本来の事業評価には必要と思われる。

【今後の方向性】
 やまがたｄｅ愛支援事業について、成立したカップルに対し、成婚に至った場合に報告をいただく等の把握
の手法に関しても、今後検討していく。
 その他の事業については、切れ目のない支援の実現のために、市民のニーズを踏まえながら関係機関との連
携を強化し、事業の充実を図る。また、困難さを抱える市民（家庭）へのきめ細やかな対応を継続してい
く。

198,856 210,747 251,272 0 0

事業中

事業概要

【H28】 産後ケア事業の本格実施に向けて、先進地視察、関係機関との懇談
会、市民へのニーズ調査、医療機関へのアンケート調査、講演会を実施し検討
を行った。
【Ｈ29】10か所の事業所と委託契約を行い、ショートステイ、デイケア、乳房ケア
（通所・訪問型）、ママサポーターを実施。

課題等
制度の周知を図りながら支援が必要な市民が利用できるように努め、市民の
ニーズを踏まえた事業内容の見直しを行っていく必要がある。

産後ケア事業

0 466 8,271

事業中

事業概要

【H27】 保健センターに母子保健コーディネーターを2名配置し、妊娠期からの相
談支援を強化するとともに相談窓口を明確化した。妊娠期から必要に応じて個
別支援計画を策定し、訪問等により継続的な支援を行っている。
【H28】 コーディネータ―の資質向上を図りながら、前年同様に実施。
【Ｈ29】コーディネーターを1名増員し3名配置とした。

課題等
制度の周知をさらに図り利用を促していくことが必要である。複雑化した相談内
容に確実に対応していくことが課題である。

母子保健相談支援事業

5,695 5,787 8,811

事業中

事業概要

【H27】 こんにちは赤ちゃん訪問として生後４か月までの乳児のいる家庭を民生
委員児童委員・主任児童委員等が訪問。その後支援が必要な家庭及び低体重
出生児等には育児支援家庭訪問として保健師や助産師が訪問した。
【H28】 前年度同様に実施。

課題等
必要により支援を継続的に行うために、関係機関（外部及び庁内）との連携を強
化していく必要がある。

育児支援家庭訪問事業

17,371 17,368 17,590
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事業中

事業概要

民間立保育所等による施設整備時の補助
【H27】 認可保育所５件（アスクみはらしの丘、キンダー南館、愛育、さくらんぼ、
ちびっこランド桜田）、認定こども園２件（千歳、聖マリア）
【H28】 認可保育所１件（ちびっこランド嶋）、認定こども園１件（聖マリア）、小規
模保育事業所１件（むつみ）

課題等

事業中

事業概要
【H27】 （仮称）東部拠点保育所建設用地の選定と基本構想の策定を行った。
【H28】 （仮称）東部拠点保育所建設基本設計の実施。

課題等
西部以降の計画について、民間活力活用の検討とスケジュールの見直しが必
要である。

9,504 32,000

民間立保育所等施設整
備補助事業（認可保育
所、認定こども園）

497,747 315,973 232,952

合計

市立保育所整備事業

0

成
果
指
標

指標名 当初値 目標値 H27 H28

条例の基準に適合しない放課後児童クラ
ブ数

38件 0件 33件 39件

再整備完了又は着手した市立保育所の数
（対象４園）

0園

主要事業名
事業費（千円） 進捗

状況H27決算 H28決算 H29予算 Ｈ30 Ｈ31

2園 0園 1園 1園

待機児童数（毎年４月１日現在） 0人 0人 0人 0人 4人

H31

国制度では対象とならない第３子以降の
保育料無料化対象世帯数

0世帯 全世帯 0 全世帯

H29 H30

No. 3-2 重点政策名 ３．総合的な子育て環境の整備

主管課 こども保育課 施策名 （２）子育てしやすい環境の整備

目
的
・
概
要

①市立保育所の再整備
　「市立保育所整備計画」に基づき、統廃合を進めながら老朽化の進んでいる市立保育所の改築による耐震
化と保育環境の改善を行います。

②多様な保育サービスの提供
　多様化する保育ニーズに対応するため、認可保育所や認定こども園に対する施設整備補助を行うととも
に、病児・病後児保育、延長保育、障がい児保育及び家庭的保育事業（保育ママ）等を実施することより、
働きながら子育てする環境を整備し、待機児童ゼロの継続を目指します。

③子育て家庭の経済的・精神的負担の軽減
　国制度では対象とならない第３子以降の保育料の無料化やこども医療給付制度の継続実施、認可外保育施
設入所者多子負担軽減補助等により、子育て家庭の経済的負担を軽減するとともに、ひとり親家庭向けの相
談支援業務や保育所における発達相談の充実を図ることにより、保護者の精神的負担を軽減していきます。

④親と子どもが安心して遊べる施設の整備
　冬季や雨天時などにも、子どもがのびのびと安全に遊べる場としての児童遊戯施設を、市南部に整備しま
す。

⑤社会全体で子育てを支援する体制の整備
　誰もがそれぞれの地域において気軽に育児相談や交流、一時保育等ができるよう、各施設の運営に対し支
援を行うとともに、市民・事業者に対し啓発を行い、働きやすい環境を整備するため、社会全体で子育てを
支援する体制の整備を図ります。

⑥放課後児童クラブの環境整備
　留守家庭児童の健全な放課後の生活の場の確保のため、放課後児童クラブの環境の整備を図ります。
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発達相談支援事業

5,740 5,948 5,948 事業中

事業概要

依頼のあった保育所を臨床心理士の専門職員が訪問し、発達の気になる子ど
もへの支援方法等について、保育所等からの相談内容に応じて助言及び情報
提供を行い保育の質の向上を図る。
【H27】 相談件数　延320人　【H28】 相談件数　延323人

課題等

認可外保育施設利用者
負担軽減補助事業

24,082 36,150 43,935 事業中

事業概要

【H27】 該当世帯数195世帯 24,081,942円
【H28】  保育所等の第3子等無料化・国の幼児教育の段階的無償化に伴い対象
を拡大
  該当世帯数194世帯 36,149,027円
    （うち第3子等無料化拡大分17,766,000円、国制度拡大分5,811,000円）

課題等

こども医療給付事業

1,127,422 1,170,790 1,152,618 事業中

事業概要

医療機関受診の際、窓口で医療証を提示したことにより保険診療の自己負担
分を無料とした。
【H27】 548,780件
【H28】 562,285件

課題等
医療機関で保険診療分の自己負担がなく、無料で受診できるため、コンビニ受
診や受診件数増加の一因になっているのではないかとの指摘がある。

第３子等保育料無料化
事業

0 272,861 293,385 事業中

事業概要 Ｈ28より実施。影響額　272,861千円

課題等

一時預かり等事業（病
児・病後児保育事業、延
長保育事業、障がい児
保育事業）

169,406 172,947 213,163 事業中

事業概要

【H27】 一時預かりを行う施設数　25.5 延長保育を行う施設数　56 延長保育年
間延べ利用者数136,448人
【H28】 一時預かりを行う施設数　26.5 延長保育を行う施設数　52 延長保育年
間延べ利用者数123,551人

課題等

家庭的保育事業（保育
ママ）

202,440 209,390 209,737 事業中

事業概要

市から認可を受けた家庭的保育事業者が自宅等で保育を行った場合に給付す
る。
【H27】 家庭的保育者数　20人　利用者数　91人（３月）　年間延べ利用者数
1,080人
【H28】 家庭的保育者数　20人　利用者数　97人（３月）　年間延べ利用者数
1,091人

課題等
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子育て支援施設（めんこ
いひろば）運営支援事
業

3,000 3,000 0 完了

事業概要

山形市シルバー人材センターが運営する乳・幼児一時預かり事業「めんこいひ
ろば」への支援を通して、高齢者の経験と能力を活かした保育サービスの提供
や世代間交流を図る。
市内の保育施設や子供園の整備、増加等により利用者数が減り、運営が困難
な状況であったため平成29年3月末をもって閉鎖した。

課題等

住民全体で実施する子
育て支援事業（子育て
サロン）

2,010 2,010 2,070 事業中

事業概要
【Ｈ27】　市内31ヶ所の地域住民が主体となって運営する「子育ておしゃべりサロ
ン」を支援し、地区の住民が担い手となって子育てを実施することを促進した。
【H28】 同上

課題等 子育てサロン未設置の地区に対し設置に向けての働きかけを行う。

子育て支援施設（あー
べ）運営補助事業

28,000 28,000 37,461 事業中

事業概要
一時預かり事業や親子交流事業へ対する運営支援。子育てしやすい環境の整
備と中心市街地の活性化に寄与した。

課題等

子育て支援ネットワーク
事業（子育て支援セン
ター運営支援）

149,787 165,222 173,568 事業中

事業概要
【H27】 設置数　21　利用者数　66,822人　育児相談件数　3,691人
【H28】 設置数　22　利用者数　65,679人　育児相談件数　3,801人

課題等

市南部への児童遊戯施
設整備事業

0 2,700 25,258 事業中

事業概要
【H27】 －
【H28】 建設用地の選定と基本構想の策定を行った。

課題等

定期予防接種の県外接
種費用助成事業

0 794 608 事業中

事業概要
保護者が県外に里帰りしている等の理由で、県外で予防接種（A類疾病）を受け
た場合、償還払いを行う。Ｈ28年度より実施。

課題等
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評
価
結
果

内容

【評価】
　平成28年度より定期予防接種の県外接種費用助成事業や国の制度では対象とならない第３子以降の保育料
の無料化を開始した。こども医療給付事業の継続実施、認可外保育施設利用者負担軽減補助等により、子育
て家庭の経済的負担の軽減に資することができた。
　発達相談支援事業では、子育てに悩む保護者への支援と発達障がい等を抱える子どもと家庭への早期支援
に繋がっているほか、関わる保育士の支援にもなっている。
社会全体で子育てする機運醸成事業については、核家族化や共働き世帯の増加等により、仕事と家庭の両立
支援に対するニーズが高まっていることから、男性の育児参加や長時間労働の是正に関する更なる意識啓発
が必要である。

【課題】
放課後児童クラブの環境整備においては、条例の基準に適合するよう環境整備を進めているものの、不適合
なクラブが多数あり、今後とも環境整備を重点的に推進する必要がある。

【今後の方向性】
放課後児童クラブについては、学校の余裕教室や市有施設を活用した環境整備のほか、公有地を活用し、市
によるクラブ建設実施や民間施設の活用を行う。
計画に基づき各事業を着実に進めていく。各種団体との連携や民間活力の利用も検討しながら取り組む。

2,733,087 2,951,544 3,116,753 0

放課後児童健全育成事
業

523,453 556,192 693,347 事業中

事業概要
放課後児童クラブの環境整備支援と運営委託
【H27】　57クラブ　移転1クラブ　新設6クラブ
【H28】 59クラブ（65支援単位）　分割6クラブ　新設2クラブ

課題等
登録児童数の増加に伴い、条例の基準に適合するよう環境整備を推進しなが
ら、放課後児童クラブの運営委託を実施する。

社会全体で子育てする
機運醸成事業

0 63 703 事業中

事業概要

【Ｈ27】　市長によるイクボス宣言を実施した。
【H28】 市管理職によるイクボス宣言と、市民・事業所等に向けたイクボス制度
やワーク・ライフ・バランスに関する啓発、イクメン・カジメン講座（１回）、イクジイ
講座（１回）を実施した。また、ファザーリング全国フォーラムｉｎやまがたへ協力
を行った。

課題等
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放課後子ども教室推進
事業

4,365 4,576 4,894 事業中

事業概要

【H27】 放課後や週末等に体験活動や交流活動を通して子どもたちに安全・安心な居場
所を提供する「放課後子ども教室」の実施
（実施校：一小、東小、大曽根小の3校）
【H28】 同上

課題等
放課後子ども教室について3校でモデル事業として実施してきたが、これまでの成果と課
題をふまえ、今後の在り方について検討をする必要がある。

不登校児童生徒対策事
業

997 1,058 1,162 事業中

事業概要

【H27】 １４名の市教育相談員を小・中学校１４校に配置し、児童生徒及び保護者を対象
に個別の教育相談の実施。保護者及び教職員や教育相談員対象の研修会の実施。市
総合学習センター内適応教室と連携し、学校復帰・学級復帰の支援。不登校の自立支
援のための合宿教室の実施
【H28】 同上

課題等

特別支援教育支援事業

1,176 1,164 1,564 事業中

事業概要
【H27】 山形市特別支援教育研修会開催（年４回）、山形市巡回相談実施（小中２３校）
【H28】 山形市特別支援教育研修会開催（年４回）、山形市巡回相談実施（小中１８校）

課題等

主要事業名
事業費（千円） 進捗

状況H27決算 H28決算 H29予算 Ｈ30 Ｈ31 合計

成
果
指
標

指標名 当初値 目標値 H27 H28 H29 H30 H31

不登校生の出現率 1.05% 0.90% 1.07% 1.22%

No. 3-3 重点政策名 ３．総合的な子育て環境の整備

主管課 教育委員会管理課 施策名 （３）教育環境の整備

目
的
・
概
要

①教育体制の充実
　「生きる力」を育むことを目指し、山形らしさを活かした特色ある教育の推進に努めます。
さらに、児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな教育ができるよう、特別支援指導員などの
配置や教員に対する研修の実施などにより、学校教育体制の充実を進めます。

②老朽化校舎等の改築
　改築が必要となっている小中学校のうち、千歳小学校の校舎改築を最優先に進めるとともに、改築が決定
した商業高等学校についても、計画的に改築を実施します。

③過大規模校への対応
　過大規模となっている南沼原小学校について、児童数の今後の推移を見た上で、今後も子どもたちに過大
規模による教育の制約や不便さを強いる状況が続く場合には、教育環境の平等性を重視し、計画的な改築を
実施します。
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市立学校老朽校舎改築
事業（千歳小学校）

18,381 45,641 770,000

過大規模校対策事業
（南沼原小学校）

13,064 13,381 45,485

評
価
結
果

内容

【評価】
　各主要事業とも、おおむね計画通り進んでいる。

【課題】

【今後の方向性】
　市立学校老朽校舎改築事業（商業高等学校）及び過大規模校対策事業（南沼原小学校）は、ＰＦＩ導入可能性調査の
結果を踏まえ、事業手法を決定し、その後に定める整備スケジュールに基づき着実に進めていく。

38,125 00

事業中

事業概要
【H27】 地質調査、基本設計の実施
【H28】 実施設計の実施
【Ｈ29】　校舎改築工事の実施

課題等

66,320 842,005

事業中

事業概要

【H27】 軽量鉄骨造増築校舎の賃貸、備品の購入
【H28】 児童数推計調査、改築方針等検討を実施、軽量鉄骨造増築校舎の賃貸
【Ｈ29】　耐力度調査、地質調査、ＰＦＩ導入可能性調査、基本構想策定、
  軽量鉄骨造造増築校舎の賃貸

課題等

0

市立学校老朽校舎改築
事業（商業高等学校）

142 500 18,900 事業中

事業概要
【H27】 整備方針の策定
【H28】 建設場所の選定
【H29】　地質調査、現地測量調査、PFI導入可能性調査の実施、基本構想の策定予定

課題等
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